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美術館・博物館-１ 
 

「学校・アート・出会いプロジェクト」実施メニュー【基本案】 

＊  内容は、事前打合せを行い各学校の状況に応じて変更を加えていきます。  
 

■ 基 本 情 報  

ジャンル  その他（博物館）  

対象となる  
学年  

小学校  1､2､3､4､5､6  支援学級  

中学校  1､2､3  支援学級  

特別支援学校（小  中  高）  

対象となる  
科目  

・国語  ・算数、数学  ・理科  ・社会  ・英語  ・体育  ・音楽  
・道徳  ・図工、美術  ・技術家庭  ・その他（     ）  

実  施  
可能地域  

・ 乙 訓  ・ 山 城 (宇 治 、 田 辺 方 面 )  ・ 山 城 (木 津 方 面 )  

実施回数      １   回  
1回 の  

所 要 時 間  
   4 0～ 4 5分  

実施可能人数  １ 回 に つ き  4 0人 程 度 ま で （ １ 回 １ ク ラ ス 程 度 ）  

実施団体  

団  体  名   京都府京都文化博物館  

 代表者名   館長  山田  啓二  

担 当 者 名   学芸課学芸員  橋本  章  

連絡先  

所在地等  

〒 604-8183 
京 都 市 中 京 区 高 倉 通 三 条 上 ル  

TEL/ 075-222-0888           FAX/ 075-222-0889 
Email/a-hashimoto@bunpaku.or.jp 

団体、講師の  
プロフィール  

派 遣 可 能 な 講 師 ：  
学 芸 課 学 芸 員 （ 橋 本  章 ・ 西 山  剛 ・ 佐 藤  稜 介 ）  
 

1 9 8 8年 に 開 館 し た 京 都 府 京 都 文 化 博 物 館 （ 公 益 法 人 京 都 文
化 財 団 に て 運 営 ） は 、 美 術 ・ 工 芸 、 歴 史 、 映 像 を 三 本 柱 に
さ ま ざ ま な 視 点 か ら 京 都 文 化 の 紹 介 に つ と め て い る 。  
大 人 向 け 講 座 の ほ か に も 、 「 文 博 子 ど も 教 室 」 を は じ め 、
種 々 の ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 開 催 し て い る 。 講 師 と な る 担 当
者 の 専 門 領 域 は 工 芸 。 ま た 教 育 普 及 連 携 室 を 担 当 し 、 博 物

館 に お け る 教 育 普 及 活 動 の 推 進 に 努 め て い る 。  
※ h t t p s : / / w w w . b u n p a k u . o r . j p / 

実施可能な  

時期（期間）  

実 施 日 に つ い て は 、学 校 側 の 求 め に 応 じ て 協 議 し て 決 定 し ま
す  

mailto:a-hashimoto@bunpaku.or.jp
https://www.bunpaku.or.jp/
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■ 実 施 内 容  

対象となる  

プログラム  
体 験  

テーマ  

（タイトル）  
さ わ っ て み よ う 、 む か し の 道 具  

趣旨・目標  

ねらい  

博 物 館 の 収 蔵 品 や 展 示 品 は 、歴 史 的 文 化 的 に 貴 重 な も の が 多

く 、普 段 は 気 軽 に 触 れ る こ と は 出 来 ま せ ん が 、そ う し た 資 料

の 中 か ら 実 際 に 手 に 取 っ て み ら れ る も の を 、資 料 を 専 門 に 取

り 組 む 学 芸 員 が 、常 日 頃 勉 強 し て い る 教 室 に 持 ち 込 ん で 、そ

れ ら に 実 際 に さ わ っ て み る こ と で 、子 ど も た ち に よ り 豊 か な

体 験 を し て い た だ き ま す 。  

全体計画  

（案）  

＜１回目＞  

先生による学校での事前学習  

（導入・学習の動機づけ）  

＜２回目＞  

学芸員が資料を教室に持ち込んでの授業  

（体験・経験）  

＜３回目＞  

先生による学校でのふりかえり学習  

（まとめ・定着）  

実施場所  学校  

講師等  講師（２人）スタッフ（１～２人）  

備  考  

・ 必 要 な 備 品 、 設 備 等  

授 業 に 際 し て 映 像 機 器（ プ ロ ジ ェ ク タ ー ）な ど を ご 準 備 く だ

さ い 。  

・ そ の 他 留 意 点  

実 際 に 際 し て は 学 校 の 先 生 と の 打 合 せ が 必 要 と な り ま す 。 ・

実 際 に 持 ち 込 め る 資 料 は む か し の 道 具（ 考 古 資 料 ・ 民 族 資 料

） に な り ま す 。  

 

 

※このメニューは、参考に提示しているものです。実際の内容は、実施校の状況

に応じて講師と担当教員とで御検討いただきます。  


